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トヨタ流改善「見える化」

• 見える化は一言で言えば，問題点が常に「見え
る」ようにしておく工夫のことである。正常と異常
の違いがすぐに分かる仕事場とか，仕事するう
えであれこれ迷わずに済む現場のことを指すと
言ってもいいかもしれない。

• IT業界もトヨタ流企業改革から始めてみては？
– http://itpro.nikkeibp.co.jp/free/ITPro/OPINION/200401

23/138653/
TOYOTA
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ソフトウェア開発の課題

• ソフトウェア開発を成功させるには、開発状
況を把握し，制御する必要がある

– 作業に抜けが無いか
– 品質は十分か
– 工数がオーバーしないか
– 期限迄にリリースできるか
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従来のプロジェクトの制御

• 一般にプロダクトを利用してプロジェクトは制御さ
れてきた

=>手戻り作業を減らすには，プロセスを詳細化し(eg.基本設
計・詳細設計)，より早く問題点を発見する必要がある

基本作業仕様 プロダクト 確認作業 報告書 手戻り

設計，
プログラミング

再設計，
デバッグ

レビュー，
テスト
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従来のプロジェクト制御の問題点

• プロダクト(ドキュメント)中心の管理には以
下の問題がある
– 負荷の増加
– 情報(提供・参照)の遅延
– 人為的なデータ操作が入る

=> お手軽にリアルタイムの生データを得て，
プロジェクトの状況を把握したい
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Empirical Project Monitor

• EASEプロジェクトのツールのひとつ
• プロジェクトの制御に有効な開発者の振る
舞いに関する情報を収集する

• 以下のツールの情報を表示する
– 構成管理ツール(CVS)
– メーリングリスト(Mailman)
– 障害管理(GNATS)
– オプション：Majordomo, FML, Bugzilla
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Empirical Project Monitorのシステム構成

構成管理
履歴

メール
履歴

不具合
履歴

標準化エンピリカルデータ(XML形式)標準化エンピリカルデータ(XML形式)

PostgreSQL(Repository)

CVS, Mailman, GNATS, (WinCVS, CorporateSource)
<Option> Majordomo, FML, Bugzilla

その他:
メトリックス予測
協調フィルタリング
など

開発者
管理者

開発者
管理者

Rubyスクリプト

Java

Java

個別分析，関連分析

既存ツール

Translater

Importer

Analyzer
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プロジェクトでの利用

• 対象プロジェクト：EPM開発グループ
• 利用言語：Ruby，Java
• 開発者：4名
• 分析対象ツール：CVS， mailman, GNATS
• 開発期間：約3ヶ月
• 導入準備：約1週間

ソースコードの規模推移

国際会議

テスト

お盆休み

アーキテクチャ
変更

表示機能追加

一部の開発者は毎日更新していた=>運用ルールが必要
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更新時期とチェックアウト数の関連

国際会議

テスト

お盆休み

アーキテクチャ
変更 表示機能追加

メール投稿数と更新時期の関連

国際会議

テスト

お盆休み

アーキテクチャ
変更

表示機能追加

急増



7

メール詳細情報一覧

更新・未解決障害件数及び平均障害滞留時間

国際会議

GNATS
運用開始

表示機能追加
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応用方法の検討

• 対象：
– SourceForge.netの活発な上位300プロジェクトのうちデー
タにエラーを含まない97プロジェクト

• データの種類：
– CVS，障害数，開発期間，開発人数

(障害数と開発期間，開発人数はホームページ上の記述より取
得した)

• 検討方法：
– 複数プロジェクトの任意の2つのデータでグラフを作成
し，規則性のありそうなデータを探した
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「単位規模当りの（解決済み）バグ数（個/1KLOC）」と「開発規模（人月）」との関係
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まとめ

• 「お手軽にリアルタイムの生データ」を実現
するEPMを開発中
– バージョン履歴，メール，障害

• 運用のルールは必要であるが，プロジェク
トの状況を示すことができた

• 比較，分類，検索，など実用化に向けた機
能は今後の課題
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